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吉田忠生:学名の正当な発表と登録制度

第 15回国際植物科学会議(横浜)で採択された国

際植物命名規約 (TokyoCode1994)の第 32条第 1項に

は，学名の正当な発表な条件の規定とともに， 2000年

1月 1日以降に発表された自動名 autonymを除く名前

は登録されなければならないとの条項が加えられた。

第 2項には，登録 registrationは国際植物分類学連合

Intemational Association for Plant Taxonomyによって指

定された登録事務局に，登録されるべき名前が明瞭に

示された初発表文protologueを含む印刷物を送ること

によって有効となる，と規定されている。この制度は

1999年に開催される第 16回国際植物科学会議で承認

されることが前提となっている。

具体的な取り決めはまだなされていないけれども，

登録制度が分類学の発展にとって有効であろうことは

明らかであり，これから細目を作っていかなければな

らない。国際植物分類学連合の事務局では，今年から

試行を始めようとしている。その手続きとしては，事

務局が登録センターのーっとして新分類群の名前，代

替名，新組み合わせ，位置の変更を登録する。そのた

め， 1)認定された雑誌や定期刊行物で発表されるか，

2)それ以外の印刷物の著者によってセンターに送付さ

れることになっている。

1)の場合，雑誌や定期刊行物の場合は，国際植物分
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類学連合との合意によって，各号の命名法上の新事実

を示し，各号をできるだけ早〈センターに送付する。

2)の場合には，適当な登録用紙に記録され，その印

刷物とともにセンターに送付する。センターは登録の

日付を回答する。

試行期間中は名前の発表の日付はその印刷物の発行

日付であるが，登録制度が実行されればセンターへの

登録の日付が重要になる。ベルリンにある国際植物分

類学連合事務局のほかに地域センターを設置すること

ができる。

登録された名前の情報は Wor1dWide Webのデータ

ベース， 2年ごとのリストまたは CD-ROMとして公

開されるであろう。

詳細についてはBorgenet aJ. Announc泊gatest組 d凶al

phase for the regis回 .tionof new plant names (1998・1999).

Taxon 46:811-814. 1997を見るか， http://www.bgbm.fu-

ber1in.de/iapt/regis回 tionJを参照されたい。

試行期間は既に始まっており，藻類関係でJoumalof

Phycologyは認定されているけれども， Phycological 

Researchはまだ認定された雑誌のリストに加えられて

おらず，日本藻類学会としても日本植物分類学会とも

協力して早急に対応しなければならない。

(011-1136北広島市松葉町24-9 北海道大学名誉教授)
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図1. 登録用紙の一部を示す。上記のホームページからダウンロード出来る。




